
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■全国まちづくり会議 2023 実行委員の募集 

●募集概要 

2023 年の JSURP 全国まちづくり会議の実行委員を広く公募

します。今年の全まちは 10 月 7 日（土）8 日（日）、明治大学

駿河台キャンパスのリバティタワーで開催します。 

全まちは例年 JSURP 会員有志及び関連諸団体を中心とし

て企画運営を行います。その企画運営を担う実行委員会の

メンバーを募集します。実行委員会は４つの部会（総務部

会・会場部会・広報部会・会計部会）で構成し、全体会議は

3～４回、各部会は適時、ハイブリッドで開催予定。首都圏以

外の会員も奮ってご応募ください。 

●全まち 2023 実行委員会キックオフ・ミーティング 

実行委員に応募される方は下記ミーティングに参加下さい。 

日時：2023 年 2 月 20 日（月）18:30～20:00（予定） 

会場：明治大学駿河台キャンパス研究棟 4 階第一会議室  

http://www.jafame.jp/dl/kaijo_annai_2013_3_30.pdf 

実行委員応募＆キックオフ MTG 参加申込み：下記フォーム

よりお申込みください 

https://forms.gle/bd2EgBnZUyn5P7KW6 

※キックオフ MTG は、事前申込み無しでも参加できます！ 

■第７回女性とまちづくり研究会の開催 

第 7 回 女性とまちづくり研究会をオンラインで開催します。

テーマは「SUOMI の生活・働き方」、フィンランド（スオミ）は、

考え方の根っこが「平等」。ジェンダーフリー（英語では

gender-blind）が当たり前のフィンランドで活躍される内田さ

んに日常生活や仕事についてうかがいます。 

●日時：2 月 7 日（火） 20 時〜21 時 30分 オンライン 

●特別ゲスト：内田貴子さん（オウル市在住、工学修士、経

営修士） 

●参加費：無料 

●申込み：https://forms.gle/2Rb6VWDaCfMFFDW86 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■アジア景観デザイン学会福岡大会＋J‘s Café Fukuoka 

●開催概要 

趣旨：これまでの欧米主体の景観誘導に対して、アジアなら

ではの評価基準や誘導方法があるのではないか、という課

題を設定し、様々な取り組みを続けています。日本、中国、

韓国等で研究大会を開催し、それぞれの国でも景観に関す

る取り組みが始まり交流も盛んになっています。産官学の連

携によって、行政や企業が多く参加する実践的でユニークな

学会です。皆様の参加をお待ち申し上げます。 

テーマ：地域の景観まちづくり 

日時：2023 年 2 月 20 日月曜 10：30-17:00  

会場：日本ジョナサン・KS・チョイ文化館 

福岡市西区元岡 744 九州大学   

https://cs.kyushu-u.ac.jp/secu-talk2019-access/  

参加費：無料 

主催：アジア景観デザイン学会 

共催：NPO 法人日本都市計画家協会福岡支部 

国立大学法人九州大学キャンパス計画室  

後援：都市環境デザイン会議九州ブロック 

(公財)福岡アジア都市研究所 

福岡県美しいまちづくり推進協議会(予定)  

協力：福岡市都市景観室、糸島市都市計画課 

(公社)日本サインデザイン協会九州地区(予定) 

●プログラム 

1100  開会挨拶 

有馬隆文（アジア景観デザイン学会副会長/佐賀大学）  

第 1 部  研究発表  

1105-1440  研究発表 

第 2 部  地域の景観まちづくり     

（日本都市計画家協会 J’s cafe  による全国配信）  

1500  開会挨拶  坂井猛  (アジア景観デザイン学会会

長/日本都市計画家協会副会長・福岡支部長/九州大

学)  

1505  講演  蕭耕偉郎（九州大学）  

1530  講演  武田裕之（大阪大学）  

1555  講演  （福岡県）  

1620  PD  パネリスト  藍谷綱一郎(テキサス A&M 大

学)、冨山万里子（男女・子育て環境改善研究所）ほか  

司会  有馬隆文  

1725  閉会挨拶  佐藤優  (アジア景観デザイン学会名

誉会長/神戸芸術工科大学学長)  

第 3 部  

1730  懇親会 会場  日本ジョナサン・KS・チョイ文化館  

会費一般：4,000 円・学生：1,000 円  （当日支払。情報

交換の場です。是非お申し込みください） 

●申し込み 

大会懇親会参加申し込み締め切り：２０２３年２月１６日  

申し込み先： du.wemru@gmail.com     

アジア景観デザイン学会事務局  杜文茹 
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今週の主な News 
 

1. 全国まちづくり会議 2023 実行委員の募集 

2. 第７回女性とまちづくり研究会の開催 

3. アジア景観デザイン学会福岡大会＋J‘s Café Fukuoka 

4. 「これからの都市計画・まちづくりとプランナー」ご意見募集 

 

発行：Jsurp 日本都市計画家協会 
https://www.jsurp.jp/ 
編集責任者：渡会清治 

 

http://www.jafame.jp/dl/kaijo_annai_2013_3_30.pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■2 月の主な予定 

2 月 7 日（火） 第 7 回女性とまちづくり研究会 

2 月 15 日（水） 第 209 理事会 

2 月 20 日（月） 全まち 2023 実行委員会・キックオフミーティング 

2 月 20 日（月） アジア景観デザイン学会福岡大会＋J‘s Café 

Fukuoka 

 

JSURP 30 周年記念事業「これからの都市計画・まちづくりとプランナー」 
2023 年 1 月 JSURP フォーラム部会 

 

■募集の趣旨 

2023 年は 1993 年に JSURP が設立されてから 30 年にあたり、JSURP 30周年記念事業の実施を企画しています。 

30 周年記念事業としては、公開研究会・シンポジウム・提言の作成発信等が考えられ、それらを通底するテーマとして

「これからの都市プランナー」、そしてそのベースとなる「これからの都市計画・まちづくり」を考えています。 

今春よりこのテーマを追求したワークショップやシンポジウムを企画しており、その第一弾として「これからの都市計画、ま

ちづくりとは」「これからの時代に求められるプランナーとは」について会員等の皆様から多様な論点やお考えを募集し

ます。皆様からいただいた論説・メッセージは、ワークショップ・シンポジウム・提言の作成等における指針や素材として

活用させていただくとともに、とりまとめて会員間で共有し、つながりづくりに活かします。   

趣旨をご理解の上、奮ってご応募ください。 

■主要な問い 

下記は「これからの都市プランナー」、「これからの都市計画・まちづくり」をテーマとする場合の「主要な問い」としてフォ

ーラム部会で挙げられたものです。これらを問いの核として、「都市計画・まちづくり・プランナー」に関する論説・メッセー

ジを、下記 A または B の形式でお送りください。どの問いに対してでも、あるいは問いをまたがってもかまいません。ま

た、下記の問いを意識しつつ独自に論点を設定してもけっこうです。 

 

l 「都市計画」は、これまでどのような理念や理論に立ち、どのような成果を成してきたでしょうか。あるいは失敗して

きたでしょうか。 

l 都市をめぐる社会的な状況は、今後どのように変化していくでしょうか。今後の都市課題とは何でしょうか。 

l それに対して「都市計画」「まちづくり」はどのような変革が必要でしょうか。 

l 都市計画やまちづくりに携わるプランナーは、これまでどのような役割を担ってきたでしょうか。あるいは担いえな

かったでしょうか。 

l これまでの、あるいは現在のプランナー自身やプランナーをめぐる状況の実態・課題はどのようなものでしょうか。 

l これからの時代に求められるプランナーとはどのようなものでしょうか。たとえば必要な職能、技能、資質とは。 

■応募の形式、方法、締切 

下記 A、B のいずれかの形式、Aでアイディアを出した後、論説として執筆して B でも応募という形でも OK！です。 

A:ショートメッセージ形式 

l 300字以内の短文、文体などの指定はありません（一人当たり最大 10通まで） 

l 下記の WEB フォームに「ご意見 300字以内＋氏名、会員種別、所属」を直接記入して下さい。 

https://forms.gle/DxPXDTn5JVCedkke7 

l 〆切：2023 年 2 月末日 

※ Twitter＋αのような気持ちで気軽に書いていただいてけっこうです。文章でなくとも、箇条書きで短くでも OK。 

B:論説形式 

l 2,000～4,00字程度（指定の書式で 1～2ページ）の論説、図表なども含んで結構です。 

l 論説はメールにて、フォーラム部会担当理事（下記）宛に送付して下さい。 

中西 m_naka24@yokohama-cu.ac.jp または 高鍋 t.takanabe@gmail.com までお送りください。 

l 〆切：2023 年 5 月 10 日 

※ 「論説」応募のテンプレート（WORD形式）は下記より入手してください。 

https://www.dropbox.com/s/1fs0vjl8uy0i7v2/%E8%AB%96%E8%AA%AC%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%

83%9E%E3%83%83%E3%83%88.docx?dl=0 

※ なお A、B をとりまとめて今後の企画に活かすとともに、資料集として PDFデータを会員限定で共有・公開します。 
■フォーラム部会 主要メンバー 

 部会長：高鍋 剛、部会メンバー：加藤孝明、鈴木俊治、中西正彦、山本俊哉、渡会清治等 

論説・ご意見 
大募集！ 


